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政府統計の総合窓口

何
し
て
い
る
の
？

e-Stat

10：18

e-

S
t
a
t
で
は
、国
勢

調
査
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

各
府
省
が
公
表

し
て
い
る

統
計
デ
ー
タ
を

見
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ

す
ご
い
ね
！！

今
見
て
い
る

グ
ラ
フ
は

何
の
グ
ラ
フ
？

こ
れ
は
、

日
本
の
人
口
の

グ
ラ
フ
だ
よ
。

国
勢
調
査
は
日
本
の

人
口
を
調
べ
て
い
て
、

5
年
に
1
回
調
査
を

し
て
い
る
ん
だ
よ

じ
ゃ
あ
、

次
の
国
勢
調
査
で
は
、

人
口
が
ま
た
1
人

増
え
る
わ
ね
！

は
や
く

出
て
お
い
で
ー

あ
ら
！

e-

S
t
a
t
で

国
勢
調
査
の

結
果
を

見
て
い
る
ん
だ
よ

キ ー ワ ー ド で 日

今月の 
キーワード

本 が わ か る !
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政府統計の総合窓口（e-Stat）
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■統計GIS

（総務省「平成22年国勢調査」）

■  統計情報  
データベース

（総務省「平成22年国勢調査」）
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政
府
統
計
の
総
合
窓
口
（
e

-
S
t
a
t
）
は
総
務
省
統
計
局
が
中

心
と
な
っ
て
開
発
を
行
い
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
お

り
、
平
成
23
年
度
末
時
点
で
の
統
計

表
の
提
供
数
は
約
50
万
表
、
平
成
23

年
度
に
お
け
る
統
計
表
へ
の
ア
ク
セ

ス
件
数
は
約
5
0
0
0
万
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
利
用
者
に
対
し
、
更
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
平
成
25
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

社
会
の
情
報
基
盤
と
な
る

政
府
統
計
デ
ー
タ
の
提
供

を
見
直
し
、
全
体
の
画
面
構
成
が
よ

り
直
感
的
に
操
作
し
や
す
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
索
ス
ピ

ー
ド
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

快
適
な
利
用
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ク
セ
ス
数
が
多
い
統
計

表
や
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」
に
お
い

て
、
利
用
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中

で
多
か
っ
た
も
の
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

上
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
紹
介
す
る

な
ど
、
統
計
に
よ
り
親
し
み
や
す
い

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

操
作
し
や
す
く
な
っ
た
e

-

S
t
a
t
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
統
計

調
査
に
触
れ
、
統
計
を
身
近
に
感
じ

て
く
だ
さ
い
。

統計GIS（地理情報システム）

さまざまな統計データを地図上に色分けして表示し
たり、グラフで表示できたりするほか、表示された
地域を指定して集計ができるなど、統計データを地
図上に視覚的に表すことで各地域のすがたを効果
的にとらえることができます。

統計情報データベース

登録されている統計データから、必要な情報（項目）
だけを任意に選択して、表や人口ピラミッドをはじ
めとした、複雑なグラフを作成することができます。

どんなことができるの？

e-Statを使って統計データを調べてみよう!

http://www.e-stat.go.jp/
e-Stat 検 索



無線LANって
どんなもの？

「無線L A N」は電波を使って情報をやりとりするため、
ケーブルを気にすることなくインターネットに接続できます。

最近はパソコンのみならずスマートフォンからの利用も増えています。
しかし便利な反面、適切な情報セキュリティ対策を取らずにいると、

気がつかないうちに通信内容が盗み見られたり、
ウイルスの配布等に悪用されたりすることがあります。

安心して無線L A Nを使うために、情報セキュリティ上の脅威やその対策を知っておきましょう。 

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は
、
電
波
で
デ
ー
タ

の
送
受
信
を
行
う
構
内
通
信
網
（
Ｌ
Ａ

Ｎ
：Local A

rea N
etw

ork

）
の
こ
と
で

す
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
は
、
会
社
内
や
家
庭
内
な

ど
で
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
つ
な
い

で
、
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
で
き
る
よ
う
に
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル

の
代
わ
り
に
電
波
に
よ
る
無
線
通
信
を
使
う

の
が
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
す
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ケ
ー
ブ
ル
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
で

も
好
き
な
場
所
に
移
動
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
、
気
軽
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲

覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
は
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
整
備
も
進
み
、
駅
、
空
港
等
の
公
共

の
場
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で
き
る
よ

う
な
っ
て
い
ま
す
。

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

親
機
（
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
と
、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
端
末
に
装
着
す
る
子
機
が
必
要
で

す
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
子
機
の
機
能
が
内

蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、
親
機
が
あ
れ
ば
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で
き
ま
す
。

無
線
L
A
N
っ
て
何
？

無線LANの上手な使い方

無線 L ANは、Wi-F i（ワイファイ、Wireless 

Fidelity）とも呼ばれますが、これは無線 L ANの

普及促進を行う業界団体Wi-Fi Alliance から相

互接続性等の認証を受けた機器のことです。現在

はWi-F i認証を得た製品が増えたことから無線

L AN全般を「Wi-F i」と呼ぶことが多くなりました。

【Wi-Fi】とは?

無線L A Nのしくみ

屋 外

公衆無線 L A Nを利用することにより、屋外でもインターネット
に接続することができます。さらに、公衆無線 L A Nが整備され
ていない場所でも、スマートフォンのテザリング機能※を利用す
ることで、インターネットに接続することができます。
※ スマートフォンを無線 L A Nのアクセスポイントとして利用し、携帯電話事
業者のネットワーク等を使って、無線L A N対応のパソコンやゲーム機器
等をインターネットに接続させる機能です。

家庭内

特集

パソコン

ゲーム

デジカメ

スマートフォン

テレビ

無線L A N
アダプタ
（子機）

アクセス
ポイント
（親機）

ルータ等

インターネット

プリンタ

スマートフォン等

ノートパソコン

飲食店

ホテル

学校

電車

駅 空港

タブレットや
ノートパソコン
ゲーム機

アクセス
ポイント

ゲーム機

タブレット

etc. 通信各社の通信網
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無線L A Nがあれば、家中どこからでもパソコンやゲーム機、ス
マートフォン、テレビなど、様々な機器からインターネットに接
続することができます。



無線LAN情報セキュリティ

3つの約束
　無線L A Nは電波を使って情報をやりとりするた
め、利用する上で適切な情報セキュリティ対策を取
ることが必要です。また、スマートフォンは、設定
によっては無意識に無線L A Nに接続されている場
合もあるので要注意です。便利な無線L A Nを安心
して利用するために、最低限取るべき情報セキュリ
ティ対策「３つの約束」を守りましょう。

無線LANを利用するときは、
大事な情報はSSLでやりとり

　インターネットは、一般に通信内容を盗み見
られる危険性があるものですが、無線L A N利
用時には、ケーブルの代わりに電波を使ってい
るため、その危険性が高まります。
　そのため、 I D・パスワード等のログイン情
報、クレジットカード番号やセキュリティコー
ド、暗証番号といった決済に関する情報のほか、
プライバシー性の高い情報など大事な情報を無
線L A Nでやりとりする場合には、S S L※に
より暗号化がされていることを確認しましょう。

※ SSL（Secure Socket Layer）とは、信頼できるウェブ
サイトやサーバとの間で、インターネット上でデータを暗号
化して送受信する方法です。SSLの使用はURLが「https」
から始まっていることや、ブラウザに「鍵マーク」が表示さ
れることなどで確認できます。

ＳＳＬが使用されていると
通信内容が見られない !

無線 L A Nを公共の場で利用するときは、
ファイル共有機能を解除

　公共の場で無線L A Nを利用する際に、ファ
イル共有機能※が有効になっていると、他人か
らパソコンやスマートフォン内のファイルが読
み取られたり、ウイルスなどの不正なファイル
を送り込まれたりすることがあります。
　そのため、ファイル共有機能の利用は、家庭
内や職場のL A Nに接続したときに限るように
して、公共の場での無線L A N接続時には解除
しましょう。

※ ひとつのファイルをネットワーク上で複数の端末から利用で
きる機能です。スマートフォンは、OSによるファイル共有
機能を有しませんが、アプリケーションによるファイル共有
が可能です。

同一ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
内
に
あ
る

他
端
末
の
フ
ァ
イ
ル
を

盗
み
見
し
て
や
る
!

フ
ァ
イ
ル
共
有
を

解
除
し
て
お
け
ば
、

盗
み
見
さ
れ
る

危
険
性
が
低
く
な
る

フ
ァ
イ
ル

共
有
解
除

自
場合には、
分でアクセ

適切
スポ
な
イ
暗号化方式
ントを設置す

を設定
る

　自分で設置したアクセスポイント（親
機）でも、電波の届くところから気がつ
かないうちに通信内容が盗み見られた
り、ウイルスの配布等に悪用されたり
する危険性があります。
　そのため、家庭の無線L A Nの親機
やモバイルW i - F iルータ、スマート
フォンのテザリング機能を設定する場
合には、W PAやW PA 2と呼ばれ
る暗号化方式により暗号化※しましょ
う。その際、アクセスポイントと端末
との間に設定する共通のパスフレーズ
は、ランダムで長いものにしましょう。

※ その他、WＥＰと呼ばれる暗号化方式があります
が、容易に解読されるおそれがありますので、使
用はおすすめできません。

WPA/WPA2
により
暗号化しよう !

パスフレーズは
ランダムで長い
ものに設定ね。

暗号化されていて
通信内容を
盗み見できない !

約束

2

約束

3
約束

1
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こんなトラブルにご注意！
適
様々
切
な
な
危
情
険
報
が
セ
生
キ
じ
ュリ
ま
テ
す
ィ
。
対
そ
策
の
を
例
取
と
ら
解
な
決
い
策
ま
を
ま
ご
無
紹
線
介
L
し
A
ま
N
す
を
。
利用すると、

通信内容が
盗み見られた!

。

　

　Aさんは、自宅に無線L A Nのアクセスポイントを設置し、
インターネットに接続するために利用していたが、暗号化機能
を使用していなかった。ある日、Aさんがメールでやりとりし
ている内容が、近所の人に知られていることが分かった。

Aさんは、暗号化をせずにメールをやりとりしてい
たために、内容が盗み見られてしまいました。無線

L A Nは、電波により情報をやりとりするため、どんな
ウェブサイトを見たか、 I Dやパスワード、電子メールの
内容等が、他の人に知られる危険性があります。アクセ
スポイントには適切な暗号化方式を設定し、大事な情報
はS S Lでやりとりすることが大切です。

自宅の無線LANが
他人に利用された!

　

　Bさんは、自宅にアクセスポイントを設置して無線L A Nを利
用していたが、複雑なパスフレーズを入力するのが面倒なため、
「11111111」といった単純なパスフレーズを設定していた。しば
らくたったある日、Bさんはインターネット掲示板に犯罪を予告
する書込みを行った疑いで警察に事情を聞かれた。その後の調査
でBさんのアクセスポイントが無断で利用され、犯罪予告の書込
みに悪用されたことが分かった。

Bさんは、アクセスポイントのパスフレーズを簡単な
ものに設定していたため、容易にパスフレーズを推測

され、他人に無断で無線L A Nを利用されてしまいました。
アクセスポイントの不正な利用は、犯罪予告の書込みやウイ
ルスの配布などに悪用され、自身が犯人として疑われる危険
性もあります。パスフレーズはランダムで長いものに設定す
るなど、適切に暗号方式を設定することが大切です。

トラブ
ル

1

トラブ
ル

3

トラブル

2

解決策

　解決策

　解決策

解決策

トラブル

4

僕じゃ
ありません！

あの掲示板の
書込みを
したのは君だね？

P
個人情報

Cに保存
が
し
盗
ていた
まれた!

　Cさんは、外出先でインターネットに接続するため、
持参したノートパソコンで公衆無線L A Nを利用した。
その後しばらくして、頻繁にいたずら電話がかかってく
るようになった。また、友人からインターネット上にC
さんの写真や名前、電話番号等が書かれていることを教
えられた。

Cさんは、ノートパソコンのファイル共有機能
を有効にしていたため、同じ無線L A Nを利

用していた他の人に、パソコン内の写真等を盗まれ
てしまいました。ファイル共有機能を有効にしてい
ると、同じ無線 L A Nを利用している端末を通して、
端末内に保存しているデータを盗まれる危険性があ
ります。公共の場で無線L A Nを利用する際は、フ
ァイル共有機能を解除することが大切です。

Cさんの写真や
個人情報がweb上に
公開されているよ！

不正アクセスポイントに
情報を盗み取られた!
　Dさんは、外出先でインターネットに接続するため、契約
中の公衆無線L A Nサービスのアクセスポイントを探して、
利用した。その際、「証明書エラー」が表示されたが、特に気に
せずに I Dとパスワードを入力し、インターネットに接続した
その後、Dさんのメールアドレスあてに大量の迷惑メールが
届くようになった。

Dさんは、正しいアクセスポイントになりすまし
た不正なアクセスポイントに誤って接続したため、

メールアドレスを盗まれてしまいました。不正なアクセ
スポイントに接続すると、 I Dやパスワード、電子メー
ルの内容等が盗み見られたり、ウイルスに感染させられ
たりする危険性があります。公衆無線L A Nを利用する
際は、ログイン画面に電子証明書エラーが表示されたら
接続しないことや、接続しているアクセスポイントを確
認することが大切です。

証明書エラー？
いいや
パスワード入力
しちゃおう!

セキュリティ警告
このサイトの

セキュリティ証明書
には問題があります

!

総務省　「一般利用者が安心して無線 L A Nを利用するために」の公表
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu03_02000029.html
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国に設置 地方公共団体に設置

平成24年版
消防白書を
公表しました!

方
公
共
団
体

、。

平成24年版消防白書では、第Ⅰ部において、東日本大震災を踏まえた、
消防防災体制に係る課題への対応について記述するとともに、
第Ⅱ部において、火災をはじめとする各種災害の現況と課題、

消防防災の組織や活動等について記述しています。
消防白書は、消防庁のホームページに掲載するとともに、

政府刊行物サービスセンターや主要書店などでお求めいただけます。

第Ⅰ部　東日本大震災を踏まえた課題への対応
第1章
地域の津波避難対策の推進、
住民への
情報伝達のあり方 等

第2章
大規模災害時の消防本部の
効果的な初動活動や
消防団員の安全対策 等

第3章
緊急消防援助隊の車両や
資機材の整備、
出動計画の見直し 等

第4章
危険物施設や
石油コンビナート施設に
おける地震・津波対策 等

第5
原子力施設等における
活動対策マニュアルの
見直しの支援 等

章 第6章
震災を踏まえた
研究計画の見直しと
研究推進 等

第Ⅱ部　消防行政を取り巻く現状と課題について
第1章
火災予防行政の現況と
課題、風水害や原子力
災害等の各種災害 等

第2章
消防機関の体制や
活動状況、市町村消防の
広域化、救急及び救助体制 等

第3章
国民の保護に関する措置の概要、
Jアラートの整備・高度化、北朝鮮
のミサイル発射事案への対応 等

第4章
国民の防火防災意識の高揚、
地域における自主的な
防災活動や防災基盤の整備 等

第5章
国際消防救助隊の活動や
開発途上諸国への
消防技術協力 等

第6章
消防研究センターが実施する
研究開発や
火災原因調査 等

携帯電話への
緊急速報メールの例

Ｊアラートの概要図

市町村防災
行政無線（同報系）

受信装置送信装置等

人工衛星

主局（消防庁）

副局

内閣官房

武力攻撃
情報

気象庁

気象情報

地上回線

受信機

館内放送
（庁舎等）

受信アンテナ

市町村防災行政無線
（同報系）制御卓

避難して
ください !

ＣＡＴＶ・
コミュニティ放送等

自動起動機
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地震・津波対策の推進と地域防災力の強化

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
消
防
庁
で
は
、
以

下
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

● 

市
町
村
の
津
波
避
難
計
画
策
定

の
参
考
と
な
る
「
津
波
対
策
推

進
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
報
告
書

（
平
成
14
年
3
月
消
防
庁
）」
を

平
成
24
年
度
内
に
改
訂
し
、
地

に
提
示
予
定

● 

地
方
公
共
団
体

が
実
施
す
る
津

波
避
難
タ
ワ
ー
、

避
難
路
・
避
難

階
段
の
整
備
、

避
難
所
に
お
け

る
防
災
機
能
の

強
化
等
に
対
す

る
財
政
支
援
措

置
を
実
施

　
住
民
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め

災
害
情
報
を
確
実
か
つ
迅
速
に
伝

達
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す

　
消
防
庁
に
お
い
て
は
、
①
情
報

伝
達
手
段
の
多
重
化
・
多
様
化
、

②
迅
速
性
に
優
れ
た
情
報
伝
達
手

段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
市
町
村

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
の
整

備
の
促
進
や
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
迅

速
か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
の
実
施

に
向
け
た
訓
練
等
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
起
因
す

る
津
波
災
害
等
に
備
え
る
た
め
、

地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
地
震
・

津
波
対
策
を
確
立
し
、
津
波
避
難

計
画
等
の
策
定
の
推
進
が
必
要
と

津
波
避
難
対
策
の

推
進

災
害
情
報
等
の

伝
達
体
制
の
充
実

避難階段
（静岡県沼津市提供）



消防職員の初動活動及び
消防職団員の安全対策

　大規模災害発生時における、消防本部の効
果的な初動活動の方策を取りまとめ配布する
とともに、消防職団員の安全確保のための装
備の整備等の支援を行っています。

東日本大震災での岩手県大船渡市消防団の活動（大船渡市提供）

緊急消防援助隊の
効果的な運用・施設整備等

　長期に及ぶ活動を支援するための燃料補給
車や、機動力・走破力を向上させた大規模震
災用高度救助車等を整備しています。

緊急消防援助隊の野営状況（新潟市消防局提供）

民間
地
事
震・
業
津
者
波
に
対
お
策
ける

ン
ツ

め

水
　

ビ
て

ー
想
屋

い
ナ
ル

外
定

ま
ー
を

タ
等

ト
す

作

ン
に

施
。

ク

成
基

設

貯

す
づ

等

蔵

る
く

に
な

所
津

お
ど

の
波

け

タ

、
被
危
る

ン
害
険
安

ク
シ
物
全

の
ミ
施
確

規
ュ
設

模

保

レ
や

や
対

ー
津

石
策

シ
波

を
油
ョ

進

浸
ン
コ

が
津
流
波
出
に
し
よ
た
り
状
屋
況
外
（
タ
仙
ン
台
ク
市
貯
消
蔵
防
所
局
の
提
配
供
管
）
が破損しタンク内の危険物

原子力災害への
対応

　福島原発の避難指示区域の防火対策とし
て、簡易型防火水槽や火災監視カメラの設置
等に対する財政支援を行いました。また、関
係地方公共団体の地域防災計画の見直しなど、
原子力防災体制の充実強化を支援しています。

火災監視カメラ（双葉地方広域市町村圏組合消防本部提供）

その他のおもな災害における活動

　5月の茨城県
等における突風
や、6月の台風
第4号など、各
地で風水害が
発生しました。
　7月11日か
らの九州を中心
とした大雨では、

風水害の
発生

熊本県及び福岡県において、他府県の消防防災
ヘリコプターによる広域応援や県内の消防相互
応援協定に基づく救助活動等が実施されました。

　ホテル火災を受け、消防本部において緊急調
査を実施するとともに、調査結果において消防
法令違反のあるものについては、重点的に是正
の徹底を図っています。

福山市ホテル火災を踏まえた
防火安全対策

データから読み解く消防白書

救急出動件数及び搬送人員

平成23年 平成22年 増減数

救急出動件数（件） 5,711,102 5,467,620 243,482

搬送人員（人） 5,185,313 4,982,512 202,801

現場到着までの平均時間（分） 8.2 8.1 0.1

病院収容までの平均時間（分） 38.1 37.4 0.7

（各年中）

住宅火災による死者の推移

900

1,300

1,200

1,100

1,000

（人）

平成17 18 19 20 21 22 23（年）

1,220
1,187

1,148
1,123

1,023 1,022

1,070

（備考）「火災年報」により作成

（各年中）
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平成23年の救急自動車によ
る出動件数は、1日平均1万
5,637件であり、5.5秒に1回
の割合で救急隊が出動し、国
民の25人に1人が搬送され
たことになります。

救急出動件数が
過去最多に

平成16年の消防法改正によ
り設置が義務化された住宅用
火災警報器の推計設置率は
77.5％となっています。平成
23年中の住宅火災による死
者数は、平成17年に比べると、
150人の減少となっています。

住宅用火災警報器の
普及とともに住宅火災の
死者は減少傾向
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総務省の政務三役
第2次安倍内閣（平成24年12月26日発足）

総務大臣 内閣府特命担当大臣（地方分権改革） 地域活性化担当 道州制担当

新
し ん

藤
ど う

　義
よ し

孝
た か

 
昭和33年1月20日　埼玉県生まれ
昭和 55年 3月 明治大学文学部卒業
昭和 55年 4月 川口市役所奉職（11年間）
　～平成2年 ８月 
平成 3年 4月 川口市議会議員
　～平成7年 4月
平成 8年 10月 衆議院議員初当選（第41回衆議院選挙）
平成 12年 6月 衆議院議員当選（第42回衆議院選挙）
平成 13年 1月 自由民主党運輸・交通関係団体委員長 
  5月 総務大臣政務官 
平成 14年 10月 外務大臣政務官 
平成 17年 9月 衆議院議員当選（第44回衆議院選挙）

平成 17年 11月 自由民主党国防部会長
平成 18年 10月 自由民主党国土・建設関係団体委員長
平成 19年 8月 経済産業副大臣（安倍改造内閣）
  9月 経済産業副大臣（福田内閣）
平成 21年 8月 衆議院議員当選（第45回衆議院選挙）
平成 23年 1月 衆議院決算行政監視委員長
平成 24年 12月 衆議院議員当選（第46回衆議院選挙）
  12月 総務大臣
   内閣府特命担当大臣（地方分権改革）
   地域活性化担当
   道州制担当

坂
さ か

本
も と

　哲
て つ

志
し

 
昭和25年11月6日　熊本県生まれ
昭和 50年 3月 中央大学法学部卒業
  4月 熊本日日新聞社入社
平成 2年 8月 熊本日日新聞社退社
平成 3年 4月 熊本県議会議員（4期）
平成 15年 11月 衆議院議員初当選（第43回衆議院選挙）
平成 19年 7月 衆議院議員当選（第44回衆議院補欠選挙）
平成 20年 8月 総務大臣政務官（福田改造内閣）
  9月 総務大臣政務官（麻生内閣）
平成 21年 8月 衆議院議員当選（第45回衆議院選挙）
平成 22年 9月 自由民主党国会対策副委員長
平成 24年 10月 衆議院議院運営委員会理事
  12月 衆議院議員当選（第46回衆議院選挙）
  12月 総務副大臣　兼内閣府副大臣

総務副大臣 兼内閣府副大臣

柴
し ば

山
や ま

　昌
ま さ

彦
ひ こ

 
昭和40年12月5日　愛知県生まれ
平成 2年 3月 東京大学法学部卒業
  4月 住友不動産株式会社入社
平成 ３年 10月 住友不動産株式会社退職
平成 12年 10月 弁護士登録（東京弁護士会）
平成 16年 4月 衆議院議員初当選（第43回衆議院補欠選挙）
平成 17年 9月 衆議院議員当選（第44回衆議院選挙）
平成 20年 8月 外務大臣政務官（福田改造内閣）
  9月 外務大臣政務官（麻生内閣）
平成 21年 8月 衆議院議員当選（第45回衆議院選挙）
平成 24年 12月 衆議院議員当選（第46回衆議院選挙）
  12月 総務副大臣

総務副大臣

北
き た

村
む ら

　茂
し げ

男
お

 
昭和20年11月8日　石川県生まれ
昭和 43年 2月 衆議院議員公設秘書
  3月 明治大学経営学部卒業
昭和 50年 4月 石川県議会議員（7期）
平成 17年 9月  衆議院議員初当選  

（第44回衆議院選挙）
平成 21年 8月  衆議院議員当選  

（第45回衆議院選挙）
平成 24年 12月  衆議院議員当選  

（第46回衆議院選挙）
  12月  総務大臣政務官  

兼内閣府大臣政務官

総務大臣政務官 兼内閣府大臣政務官
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片
か た

山
や ま

　さつき
 
昭和34年5月9日　埼玉県生まれ
昭和 57年 3月 東京大学法学部卒業
  4月 大蔵省入省（主税局）
昭和 60年 11月  フランス国立行政学院（ENA）  

CSE修了
平成 元年 7月 広島国税局海田税務署長
平成 10年 7月 横浜税関総務部長
平成 15年 7月 主計局主計企画官
平成 16年 7月 主計局主計官
平成 17年 7月 国際局開発機関課長
  8月 財務省退職
  9月  衆議院議員初当選  

（第44回衆議院選挙）
  11月  経済産業大臣政務官  

（第3次小泉改造内閣）
平成 22年 7月  参議院議員当選  

（第22回参議院選挙）
平成 24年 12月 総務大臣政務官

総務大臣政務官

橘
たちばな

　慶
け い

一
い ち

郎
ろ う

 
昭和36年1月23日　富山県生まれ
昭和 59年 3月 東京大学法学部卒業
  4月 北海道開発庁入庁
平成 元年 6月 ケンブリッジ大学大学院修了
平成 5年 9月 北海道開発庁退職
  9月  伏木海陸運送（株）  

代表取締役副社長
平成 7年 9月  伏木海陸運送（株）  

代表取締役社長
平成 16年 4月  伏木海陸運送（株）  

代表取締役会長
  5月 旧高岡市長
平成 17年 11月 新高岡市長
平成 21年 8月  衆議院議員初当選  

（第45回衆議院選挙）
平成 24年 12月  衆議院議員当選  

（第46回衆議院選挙）
  12月 総務大臣政務官

総務大臣政務官
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平成25年住宅・土地統計調査
～標語（キャッチコピー）募集中～

　総務省統計局では、平成25年10月１日を調査日とする住宅・土地統計調査の実施に当たり、調査の意義や
重要性への理解を深めていただき、全ての人の理解と協力の下に調査が正確かつ円滑に行われるよう、標語
キャッチコピー）を募集しています。（

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
日

本
の
住
宅
数
、
住
宅
の
種
類
・
設

備
状
況
、
土
地
の
保
有
状
況
や
住

環
境
な
ど
を
調
査
し
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画

や
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
調
査
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
「
住
生
活
基
本
計

画
」
の
成
果
指
標
の
設
定
、
耐
震

や
防
災
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画

の
策
定
、
空
き
家
対
策
条
例
の
制

定
な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

調査結果は、わたしたちの住生活の向上に役立っています

単位：m2、（）は分布数
130.00～  （5）
 110.00～129.99 （15）

90.00～109.99 （18）
 ～ 89.99 （9）

　都道府県別に住宅の広さを１住宅
当たり延べ面積でみると、富山県が
151.37㎡と最も広く、次いで福井県
147.99㎡、秋田県139.84㎡、山形
県138.06㎡、新潟県133.76㎡と続
き、この日本海側の５県が130㎡を
超え、全国平均の94.13㎡を大幅に
上回っています。
　一方、最も狭いのは東京都の
63.94㎡で、次いで大阪府74.78
㎡、神奈川県76.46㎡と大都市を含
む県が多くなっており、住宅規模が
大きい日本海側の各県と明らかな対
照をみせています。

住宅規模の大きい
日本海側の各県都道府県別1住宅当たり

延べ面積（平成20年）

あなたの作品がマスメディアを駆けめぐる!
平成25年住宅・土地統計調査の
キャッチコピー応募の
締切せまる!

http://www.stat.go.jp

■  総務省統計局では、平成25年10月１日を調査日と
する住宅・土地統計調査の実施に当たり、調査の意
義や重要性への理解を深めていただき、全ての人の
理解と協力の下に調査が正確かつ円滑に行われるよ
う、標語（キャッチコピー）を募集します。

■  入選作品はテレビ、新聞、ラジオなどの様々な媒体
を通じて、広く活用する予定です。

募集内容  

■  はがき又は電子メールに作品・氏名・性別・年齢・
住所・電話番号・職業（小・中・高校生の場合は学校名、
学年）を明記の上、下記の応募先まで送付又は送信
してください。

応募方法・記載事項  

■  どなたでも応募できます（総務省職員は除く。）。
■  応募作品は、自作で未発表のものに限ります。
■  応募点数は、１人１作品とします。

応募条件  

■  一次審査は都道府県、二次審査は総務省統計局でそ
れぞれ厳正に審査を行います。

■  入選作品は２月下旬に総務省統計局ホームページな
どに掲載するとともに、入選者に直接又は学校を通
じてお知らせします。

審査・発表  

■  平成25年2月7日（木） 必着
応募締切  

■  特選１点
■  入選３点
■  小学生・中学生・高校生特別賞　各１点

賞（表彰状及び記念品）  

■  入選作品の一切の権利は総務省統計局に帰属します。
■  入選作品は、作品の趣旨を損なわない範囲で一部修
正することがあります。

■  応募作品は返却いたしません。

作品の権利  

過去の入選作品

平成20年 見えてくる　日本の暮らし　住まいから

平成15年 夢がある　家・まち・くらし　調査から

平成10年 家と土地　暮らしのための　基礎調査

平成5年 豊かさは　住みよい環境　住まいから

昭和63年 豊かな住生活への道しるべ

昭和58年 街づくり　わたしも協力　住まいの調査

昭和53年 たしかめよう　日本のすまい

電子メール 　メールアドレス　jyutakuhyogo@soumu.go.jp
はがき 　〒162-8668　東京都新宿区若松町19-1

応募先及び
お問合せ先

総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査　広報担当
TEL：03-5273-1005（ダイヤルイン）

More
Info

総務省統計局 検 索

詳しくは、総務省統計局HPへ

【訂正とお詫び】本誌1月号12ページの「サービス産業動向調査」の図の内容に一部誤りがありました。訂正とお詫びをいたします。
正しくは、下記ホームページを参照願います。
http://www.soumu.go.jp/menu_news/kouhoushi/koho/1301.html
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～サイバー空間に関する国際ルール作りを巡る議論の動向～

世界国際電気通信会議
（WCIT）が開催されました

　

平
成
24
年
12
月
3
日
か
ら
14
日

ま
で
の
間
、
電
気
通
信
に
関
す
る

国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
あ
る
国

際
電
気
通
信
連
合
（
I
T
U
）
に

お
い
て
、
各
国
政
府
を
法
的
に

拘
束
す
る
国
際
電
気
通
信
規
則

（
I
T
R
）
を
改
正
す
る
世
界
国

際
電
気
通
信
会
議
（
W
C
I
T
）

が
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

W
C
I
T
に
は
、
1
5
1
カ
国

及
び
37
団
体
か
ら
約
1
6
0
0
名

が
参
加
し
、
I
T
R
改
正
の
交
渉

が
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
か
ら
は
、

田
中
栄
一
総
務
審
議
官
、
関
情
報

通
信
国
際
戦
略
局
次
長
等
が
参
加

し
、
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

　

W
C
I
T
で
は
、
ア
ラ
ブ
諸

国
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
ロ
シ
ア
等

よ
り
、
国
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
規
制
、
管
理
強
化
の
必
要
性
が

主
張
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

の
国
や
I
T
U
の

関
与
の
あ
り
方
や
、

新
た
な
課
題
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
迷

惑
メ
ー
ル
対
策
の

国
際
ル
ー
ル
化
が

主
な
争
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

改
正
文
書
は
、

途
上
国
を
中
心
と

し
た
支
持
に
よ
り

採
択
さ
れ
ま
し
た

が
、
米
国
、
E
U

諸
国
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

等
の
国
は
、
採
択
さ
れ
た
改
正

案
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
表

現
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
規
制
や
検
閲
、

遮
断
等
の
規
制
強
化
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
な
ど
と
し
て
署
名
し
な

か
っ
た
た
め
、
署
名
国
は
89
カ
国

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
我
が
国
と

し
て
も
、
こ
の
改
正
案
は
国
際
的

な
共
通
認
識
が
十
分
に
形
成
さ
れ

て
い
な
い
ま
ま
採
択
さ
れ
た
も
の

と
考
え
、
署
名
を
見
送
る
こ
と
と

し
ま
し
た（
55
カ
国
が
署
名
せ
ず
）。

　

W
C
I
T
で
は
、
サ
イ
バ
ー
空

間
の
国
際
ル
ー
ル
の
世
界
的
な
合

意
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

サ
イ
バ
ー
空
間
の
国
際
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
国
際
連
合
や
Ｉ
Ｔ
Ｕ

等
の
場
で
引
き
続
き
議
論
が
続
く

見
込
み
で
す
。
我
が
国
と
し
て
は
、

情
報
の
自
由
な
流
通
が
確
保
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
便
益
を
利
用

者
の
方
々
が
最
大
限
に
享
受
で
き

る
よ
う
、
様
々
な
場
で
引
き
続
き

国
際
的
な
共
通
認
識
の
醸
成
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

全体会合での投票の模様（12月13日）

WCITにおける ITR改正の経緯

1990年、国際電気通信連合（ ITU）において、国際電話業務に関する一般原則、接続料金の計算・精算方法
等を定めた国際電気通信規則（ ITR）が発効。　※ ITR：International Telecommunication Regulations

2006年、ITUは、ITRを改正する会議（WCIT）を2012年に開催することを決定。

WCITでは、ITU等の国際機関がインターネットを管理すべきか否か、セキュリティを理由としたネットワーク遮
断やコンテンツ規制などインターネット上の表現の自由への国家介入に繋がる規定を盛り込むかが主な焦点に。

民営化、競争導入等、
電気通信を巡る環境の大きな変化

■  新興・途上国でのインターネット規制・  
政府管理強化の動き

■  サイバーセキュリティの重要性に  
対する各国の意識の高まり

国際電気通信連合
ITU：International Telecommunication Union

■電気通信に関する国連の専門機関。
■ 193カ国が加盟。本部はジュネーブ
■役割： ①国際的な周波数の分配
 ②電気通信の標準化
 ③途上国に対する技術援助　等

世界国際電気通信会議

■開催日程：2012年12月3日～14日
■場所：アラブ首長国連邦・ドバイ
■参加者：151カ国及び37団体から約1,600名

WCIT： World Conferences on International Telecommunications

改正の結果概要と我が国の対応

  （参考）ITRに新たに盛り込まれた主な事項  
＜前文＞
■ 人権を尊重した ITRの履行
■ 国際電気通信サービスへの国のアクセス権

＜本文＞
■ ネットワークセキュリティ対策（努力義務）
■ スパム対策（努力義務）

■ その他の主な事項
　 ① 携帯電話の海外ローミング料金  
（利用料金の透明性確保、競争促進）

　 ② 国際電気通信ネットワーク投資の奨励
　 ③エネルギー効率化及び電子廃棄物（e-waste）
　 ④国際電気通信サービスへの障害者のアクセス促進
※あわせて、インターネットに対する国や ITUの取組を求め
る決議（元はロシアの提案）が採択。

ITRの改正規定案に関し、交渉過程で当初の規制的表現自体はかなり弱められた。

しかしながら、最後まで米国、欧州諸国等とアラブ諸国、アフリカ諸国、ロシア等が対立したため、異例の投
票により改正 ITRが成立。

我が国を含む、米国、欧州諸国を中心とした55カ国が署名せず。（署名国は89カ国）

インターネットに関する国による管理・規制やインターネットへの国連機関の関与について、米国、欧州等
先進国とアラブ諸国、アフリカ諸国、ロシア等の間に大きな考え方の相違があり、ITRのあるべき姿につい
ての国際的な共通認識が未だ熟していない。

我が国が署名しなかった理由

※ 改正 ITRは、2015年1月1日に施行。  
署名しなかった国については、今後、改正 ITRへの参加（同意）の通知を行わない限り、改正 ITRは適用されず、現行の ITRが適用。

総務省　ITU世界国際電気通信会議（WCIT-12）
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/cyberspace_rule/wcit-12.html
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消防団の力が地域の安全を守る！
火とともに生きる「やきもののまち」
「せともの」で世界的に有名な、伝統あるやきもののまち。

そこでは、住民自らが率先して地域防災を担う、
地域密着型の消防団活動を活性化する取組を行っています。

撮影：宇賀神善之　写真提供：瀬戸市

瀬戸市愛知県

せ と し

伝
統
あ
る

や
き
も
の
の
ま
ち

　

中
部
経
済
圏
の
中
心
地
で
あ
る

名
古
屋
市
の
北
東
20
キ
ロ
に
位
置

す
る
瀬
戸
市
。
や
き
も
の
の
原
料

と
な
る
良
質
な
陶
土
を
多
く
含
む

地
層
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
古
く
か
ら
窯
業
が
さ
か
ん
な

ま
ち
で
す
。
も
と
も
と
「
瀬
戸
で

作
ら
れ
た
や
き
も
の
」を
指
す「
せ

と
も
の
」
と
い
う
言
葉
が
、
や
き

も
の
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本

の
陶
磁
器
産
業
の
中
心
地
と
し
て
、

世
界
規
模
で
の
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。

せ
と
・
ま
る
っ
と

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

平
成
17
年
に
開
催
さ
れ
た

「
愛
・
地
球
博
」
の
会
場
と
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
や
き

も
の
の
ま
ち
」
と
し
て
の
伝
統
や

風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、
時
代
の

流
れ
と
融
合
す
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
取
組
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
「
せ
と
・
ま
る
っ

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
す
。
瀬
戸

市
に
は
、
窯
垣
や
や
き
も
の
で
装

飾
さ
れ
た
橋
、
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
陶
磁
器
鑑
賞
や
、
中
心
市
街

地
に
軒
を
連
ね
る
陶
磁
器
店
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
窯
元
で
の
や
き

も
の
体
験
な
ど
、
歴
史
や
文
化
に

根
差
し
た
瀬
戸
市
な
ら
で
は
の
地

域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
ま
る
ご
と
美
術
館
や
博
物

館
の
よ
う
に
見
立
て
る
こ
と
で
、

観
光
客
の
回
遊
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
お
も
て
な

し
」
の
心
。
誇
り
を
持
っ
て
観
光

客
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

学
び
の
場
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

CITY PROFILE

人口：132,445人（平成25年1月1日現在）

面積：111.61km²

HP：http://www.city.seto.aichi.jp/

155
363

363

248

定光寺公園

岩屋堂公園

瀬戸蔵

道の駅瀬戸しなの

山口駅

せと品野 IC

せと赤津 IC

瀬戸口駅

中水野駅

水野駅

尾張
瀬戸駅

瀬戸
市役所
前駅

新瀬戸駅
瀬戸市駅

窯垣の
小径資料館

瀬戸市役所

瀬戸川

水野川

矢田川

名鉄瀬戸線

愛知環状鉄道

東海環状
自動車道

瀬戸市消防団の団員たち。左から安藤副団長、山田副団長、田中副団長、谷崎団長、塚本リーダー、會澤団員、堀田団員。

瀬戸市
愛知県

陶器を焼成する際に使わ
れる窯道具を積み上げて
作られた「窯垣の小径」。
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1300年とも言われて
いる、歴史ある瀬戸市
の陶磁器産業。

「せと・まるっとミュージアム」の
中心施設である瀬戸蔵ミュージ
アム。おもてなしボランティアガ
イドが活躍している。



ジブンノマチハ、
ジブンデマモル。

地方力

1

消防団の活性化
地域防災を担う

火事を未然に
防ぐために！

地方力

2

1月13日に開催された出初式で勇姿を披露する消防団員たち。

　

火
を
扱
う
窯
業
に
関
わ
る
職
人

が
多
い
瀬
戸
市
で
は
、
昭
和
22
年

の
消
防
団
結
成
以
来
、
地
域
の
窯

業
者
を
中
心
に
、
活
発
な
消
防
団

活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
２
５
４
人
が
12
分
団
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
の
ほ
か
、
地
域
の
お
祭

り
な
ど
で
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
。
ま
さ
に
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
す
。

　

し
か
し
最
近
は
、
高
齢
化
や
市

民
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
に
よ
り
、

団
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
消
防
団
活
性
化
と
団
員
数

の
確
保
の
た
め
、
平
成
22
年
か
ら

「
ガ
ン
バ
レ
消
防
団
応
援
事
業
所
」

の
取
組
が
ス
タ
ー
ト
。
地
域
の
事

業
所
が
、
消
防
団
の
P
R
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、
消
防
団
員

へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
の
認
知

度
向
上
を
図
っ
て
お
り
、
現
在

2
1
6
も
の
事
業
所
が
登
録
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
所
へ
の

呼
び
か
け
も
団
員
一
人
ひ
と
り
の

地
道
な
努
力
に
よ
る
も
の
。
こ
れ

ら
の
取
組
は
、
総
務
省
消
防
庁
か

ら
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
の
推
奨
事

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
他
の
自
治

体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成17年から愛知県
内で初めて導入された
消防団緊急自動二輪
車隊（赤バイ隊）。消
防団のPRにも一役
買っている。
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サラリーマンには難しい
昼間の活動をサポート
するため、平成18年か
ら消防団OBによる災
害支援団員も活躍。

女性消防団員
の防火活動

　

瀬
戸
市
消
防
団
で
は
平
成
17
年

3
月
か
ら
女
性
消
防
団
が
結
成
さ

れ
、
現
在
15
人
の
女
性
消
防
団
員

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち

の
任
務
は
、
学
校
や
地
域
団
体
、

企
業
等
で
の
救
命
講
習
、
高
齢

者
世
帯
で
の
防
火
診
断
、
子
ど

も
た
ち
に
防
火
の
大
切
さ
な
ど
を

教
え
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
公
演

な
ど
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
「
防

災
」
の
分
野
で
の
広
報
活
動
が
メ

イ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
、
日
々
の
仕
事

や
家
事
な
ど
の
合
間
を
縫
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
た
ち
は
、
面
接

を
経
て
選
ば
れ
た
精
鋭
で
す
。「
目

の
前
で
交
通
事
故
が
起
き
た
と
き

に
何
も
で
き
な
く
て
救
命
講
習
の

大
切
さ
を
痛
感
し
、
消
防
団
に
応

募
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た

の
は
、
結
成
時
か
ら
約
8
年
活
動

を
続
け
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
の
塚
本

さ
ん
。「
救
命
処
置
の
普
及
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
役
に
立
っ
て

い
き
た
い
で
す
」

子どもたちに防火の大切さを伝えるパネルシアター。
紙芝居のストーリーや絵も団員たちの手作り。

中学生たちにわかりや
すく丁寧に救命講習を
行う女性消防団員。

ラッパ隊でも女性
消防団員が活躍
している。

地域全体で消防団をバックアップ
ガンバレ消防団応援事業所
瀬戸市内のコンビニエンスストア店長　鈴木さん

　瀬戸市消防団の活性化のため、3

年前から「ガンバレ消防団応援事業

所」として、店内での消防団PRポス

ター掲示や、団員割引のサービスを

行っています。

　きっかけは、地区の消防団の分団

長に「消防団の活動を応援してもら

えないか」と頼まれたことでした。仕

事柄、自分が消防団員になるのは難

しいのですが、地域のために何か協

力したいという思いから、喜んで参加

させていただきました。

　最近、中学生の頃から知っている

お客さんが、団員証を提示してくれた

んです。嬉しかったですね。地道な

取組ですが、消防団員の方に喜んで

いただき、少しでも消防団の盛り上が

りにつながればと思っています。そし

て、その積み重ねがいざというときの

力になると信じています。

店内に「ガンバレ消防団応援事業所」のポスター
を掲示して、消防団のPRを行っている。
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